
経営比較分析表（令和4年度決算）
愛媛県西条市　椿交流館

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ１ 非設置 - 利用料金制 - ■

有 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について

　①収益的収支比率、⑥売上高GOP比率及び⑦
EBITDAの数値から、施設の収益性は昨年度よりも上
昇している。利用者・利用料金収入の増加だけでな
く、設備の更新や修繕に係る経費を抑えられたこと
が要因と考えられる。また、②他会計補助金比率に
ついても同様に、収益の増加及び経費の減少が数値
として表れたものと考えられる。
　総じて、収益状況の回復が見られるが、燃料費の
高騰や施設の老朽化についてはより注視し、経営改
善に向けた取り組みを継続して実施していく必要が
ある。
　また、③④⑬については、宿泊事業を休止してい
るため数値は0である。

H30 R01

該当数値なし 該当数値なし 1,751 22 有 66.7

R04R03 R04 H30 R01 R02 R03R02 R03 R04 H30 R01 R02

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 108,795 504,04978.7 92.2 当該値 20.8 26.9

平均値 88.4 98.7 88.4 92.8 90.5

35.8 39.1 21.3当該値 85.6 88.3 84.1

　⑩設備投資見込額について、今後10年以内は大規
模な設備投資を見込んでいないが、整備から15年以
上が経過し、経年劣化による修繕箇所が出てきてい
る。建物および付帯設備の修繕が必要となっている
状況のため、設備投資に充てる財源を確保していく
必要がある。

3. 利用の状況について

　⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向について、所在
市町村の数値が大きく減少している。ウィズコロナ
の定着とともに、観光客の目的地として都市部が選
ばれる傾向となったものと推察される。
　地域全体での宿泊需要の厳しさを踏まえたうえ
で、今後の動向を注視し、宿泊施設としてのあり方
を再検討する。
　施設の運用上、日帰り入浴客の集客が課題であ
り、市と指定管理者が一層協力して取り組んでいく
必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 8,029 31,150 200,830 161,674 7,750平均値 18.9 35.1 31.3 42.0 37.9

R04R03

当該値 2.4 0.8 0.0 0.0 0.0 当該値 41.5 44.6

R04 H30 R01 R02 R03R02 R03 R04 H30 R01 R02

△60,275 △66,094 △24,207

平均値 15.7 17.2 13.3 6.4 9.4 平均値

△107.3 △152.6 △41.1 当該値 △34,969 △44,13956.5 65.0 37.3 当該値 △54.2 △62.9

△14,463 △19,399 △27,446 △15,708 △15,228

2.資産等の状況

△56.5 △38.1 △73.0 △61.8 △25.8 平均値36.1 41.7 292.8 58.5 42.5 平均値

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括

　施設の収益性は昨年度より回復したが、安定的に
施設を運営するため、利用料金収入の増加を軸と
し、自主事業の更なる展開を行うなど、引き続き経
営改善を進める必要がある。
　施設の維持・継続及び安定経営を行うため、一般
会計からの繰り入れを行っていくこととするが、経
費の適正化を進めること等により、繰入金の抑制に
も努める。
　平成29年度から指定管理者制度による管理運営を
行っており、今後も民間活力の活用を基本としてい
くが、現状の事業規模や採算性を踏まえて、事業の
存続、用途変更・廃止、民間企業への譲渡・売却な
ど施設のあり方についても検討を進める必要があ
る。

148,820

⑩設備投資見込額(千円)

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0当該値     
15,000

H30 R01 R02

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

11.4 92.9 51.5   平均値 35.6 12.8
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【73,677】
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②他会計補助金比率(％)
【26.4】
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①収益的収支比率(％)
【115.2】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△15,718】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△42.8】
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⑤売上高人件費比率(％)
【109.1】
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④定員稼働率(％)
【16.8】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【23.0】
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⑪累積欠損金比率(％)
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
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H30 R01 R02 R03 R04

市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


